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放射式温度調節器　パールサーモＩＲ
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ＩＲ温度センサー・・・１本



●放射温度センサー（IRセンサー）とＫ熱電対の二種類を切り替えて使用可能です。

MODEキー：設定の変更を行います。
FUNCキー：センサーの切り替えを行います。
▼▲キー：数値の検査を行います。

PV画面：現在の温度を表示
SV画面：設定した温度を表示

センサー画面：１がIRセンサー
　０がＫ熱電対センサーです。



赤白黒

入力
AC100V

背面端子図

最大出力
AC100V12A（温調器）

放射温度計
センサー用

Ｋ熱電対用
 9 :＋
10:－

IRセンサーは

※K熱電対は９がプラス、
　10がマイナスです。

黒→６
白→７
赤→８
に接続してください。

■放射式温度調節器接続例
①本体にＫ熱電対（別売：Ｙ端子タイプ）を接続し、
　実測値との誤差を補正することができます。　

②ライターの火（約 1200℃）ハンダコテ（約 300℃）
　などをサンプルとして温度調節機能が働くことを
     確認してください。

↑電源 →電源供給 AC100V12A

実測用Ｋ熱電対

IR 温度センサー
熱源

端子接続は配線間違いの無いようご確認ください。



K熱電対センサー（別売）を使用される場合の注意事項



温度調節器はPID制御を行いながら温度調節を行います。

※SV=00はK熱電対、21はIRｾﾝｻｰです。

MODEキーを押すと設定画面に入ります。

▼▲で数値を設定して

▼▲で温度設定を行います。

MODEで決定し次の画面へ移動

X=ＩＲ低温　を入力します。　例：110℃

LY=Ｋ低温　を入力します。　例：102℃

HX=ＩＲ高温　を入力します。　例：248℃

HX=K高温　を入力します。　例：250℃
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※切断延遅時間(秒）とは？
０の場合、設定温度+10℃に達したら即座に安全装置が働き電源断。
２秒に設定した場合、設定温度が２秒続いたら電源断となります。

※Ｋ熱電対センサー選択時は
　ＬＸ,LY,HX,HYは表示されません。

※切断延遅時間(秒）を設定。
0

E2t

℃/Ｆ表示切替
℃

C/FＩ

小数点位置を設定。
0/0.0/0.00等

運転モード画面に戻ります。

0
dPI

※オートチューニングの開始

▲キーを押すと開始
▼キーで停止

0FF
At

PID制御の　P設定
（初期値３）

PID制御の　I設定
（初期値０）

PID制御の　d設定
（初期値０）
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※SV=00はK熱電対、21はIRｾﾝｻｰです。

各種設定とＩＲセンサーのキャリブレーション

各種設定方法

MODEキーを押してください。設定画面に入ります。

▼▲で数値を設定して
MODEで決定し次の画面へ移動

X=ＩＲ低温　を入力します。　例：110℃

LY=Ｋ低温　を入力します。　例：102℃

HX=ＩＲ高温　を入力します。　例：248℃

HX=K高温　を入力します。　例：250℃

●キャリブレーションとは
K熱電対で実測した２点の温度　温度Ｌ（低温）、温度H（高温）を
放射温度センサーにも同じ値を覚えさせ、補正をかける作業です。
※高低に同じ値を入力すると一点補正も可能です。

①本体にＫ熱電対とＩＲセンサーの両方を接続してください。

②温度が一定している測定物をご準備ください。
　（二点補正の場合は　高低２つの温度が出せること）

③FUNCキーを２秒押してセンサーをＫ熱電対に切り替え、
Ｋ熱電対を測定物に当てて低温を測定します。（例：下記　ＬＹ＝102℃を表示）

④FUNCキーを押してＩＲに切り替えて測定します。（例：下記　ＬＸ＝110℃を表示）

⑤K熱電対に切り替えて高温を測定します。（例：下記　ＨＹ＝250℃を表示）

⑥ＩＲセンサーで高温を測定します。（例：下記　ＨＸ＝248℃を表示）

⑦K低温＝102℃　IR低温＝110℃　K高温＝250℃　IR高温＝248℃
この４つの値を本体に入力して補正をかけます。
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K　

IR

※切断延遅時間(秒）を設定。
0

E2t

℃/Ｆ表示切替
℃

C/FＩ

小数点位置を設定。
0/0.0/0.00等

運転モード画面に戻ります。

※Ｋ熱電対センサーでは
　ＬＸ,LY,HX,HYは表示されません。

0
dPI

※オートチューニングの開始

※オートチューニングの開始：とは設定温度に対して上昇、下降を繰り返し
　最適なＰＩＤ値を設定する動作です。動作中はPV/SVを表示します。

▲キーを押すと開始　▼キーで停止
運転中はPV/SV表示0FF

At

PID制御の　P設定
（初期値３）

PID制御の　I設定
（初期値０）

PID制御の　d設定
（初期値０）
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５

放射温度センサー(TSI-HIS-301)　または　Ｋ熱電対（別売）

■放射温度センサー(TSI-HIS-301)仕様

■安全装置：
(1)設定温度＋10℃検知で　自動出力ＯＦＦ　（自動復帰しない）

(2)過電流ヒューズ

測定距離D/視野径：8/1
視野角：±３°（検出エネルギ量が５０％になる角度）
精度：±２％　F.S.　（周囲温度25℃　被測定物との距離70mmにおいて）
放射率：0.9994
応答速度：5ms　typ.(63%応答）

サイズ：本体：22.2×40mm　
　　　　先端部分：φ19×15mm　ネジM16（ナット付き）　ピッチ1.0mm　
　　　　センサー長約２ｍ

放射温度センサー（０～３００℃）　Ｋ熱電対（０～５００℃）

※本体消費電力約50W

温度：-20～+70℃　湿度：5～95％　（氷結、結露なきこと）

12A

PID　制御



※エラー表示について　（この機種では現れないものも記載されています）
①　￣ ￣ ￣ ￣ 　入力値が上限を超えています。熱電対が断線している場合に表示
②　＿ ＿ ＿ ＿ 　入力値が下限を超えています。　DC1～５V，4～20mAが断線している場合に表示
③　Ｅ ｒ ｒ 0 ：　メモリーエラー時に表示、電源再投入で改善されない場合は修理対応となります。
④　Ｅ ｒ ｒ 1　：　熱電対に測温抵抗を接続した場合に表示
⑤　Ｌｏc　：　ロックされている項目に入力しようとした場合に表示






